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１．はじめに 

国土交通省では、工事施工中における受発注者

間の情報交換・共有の効率化を実現するために、

情報共有システムの試行運用を行っており、受発

注者間で各種書類やスケジュール等を共有するこ

とにより業務改善に効果を上げている。 

情報共有システムのさらなる普及拡大にあたっ

ては、受発注者がそれぞれ使いやすい情報共有シ

ステムを選択して利用できること、年度を跨る工

事において、情報共有システムの切り替わり時に

データが円滑に移管できることが重要である。こ

のためには、異なる情報共有システム間のデータ

連携（図-1参照）を実現する必要がある。データ

連携の実現に向けて、国土交通省、情報共有シス

テム提供ベンダ等からなる情報共有システムデー

タ連携勉強会を設置し、データ連携仕様等を検討

した。 

 

図-1 データ連携のイメージ 

 

２．主な検討内容  

データ連携のニーズ・効果等を整理し、連携の

対象とする機能やデータ項目等を選定した。連携

が必要な機能として、具体的には、掲示板機能、

スケジュール管理機能、ワークフロー機能等を選

定した。 

データ連携方式は、開発期間が比較的短く、運

用主体を各ベンダに委ねられる「サーバ間直接連

携方式」、通信方式は、「SMTPプロコトルによ
るメール連携方式」を採用した。この通信方式は、

各情報共有システム毎にメールサーバを別途構築

し、書庫化されたZIP形式の標準メッセージをメ

ールに添付し連携するものである。採用したデー

タ連携方式、通信方式の課題としては、通信時の

なりすまし、データの盗聴・改ざんといったセキ

ュリティやシステム認証等が上げられ、十分な対

策が必要である。 

このデータ連携方式、通信方式で通常業務の運

用が十分に行えるかを実証実験にて検証し、その

有効性を確認した。 

３．おわりに 

今後は、今回検討したデータ連携仕様に基づき、

情報共有システム機能要件の改定を行うとともに、

データ連携範囲の拡大やモバイル機器等との連携

について検討して参りたい。 
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１．はじめに 

河川研究部は、平成22年３月よりCommonMP（Common 

Modeling Platform for water-material circulation 

analysis）をウェブサイト1）上で公開している。

CommonMPとは、パーソナル・コンピュータ上で河川

流域の水・物資循環を解析するため複数の水理水文

解析モデル（河道や流出モデル等、以下「要素モデ

ル」と呼ぶ）を連結して稼働させることのできる解

析モデルのプラットフォームである。このほど、誰

もが要素モデルを登録・利用できる「要素モデルラ

イブラリ」の運用を開始したので、報告する。 

 

２．要素モデルライブラリの運用 

初版のプラットフォームは平成22年3月にリリー

スされたものの、要素モデルの種類が足りず、

CommonMPの活用は限られたものであった。本要素モ

デルライブラリは、CommonMP及び要素モデルの普及

拡大を目的として、CommonMPの開発主体である国総

研がユーザが少しでも多くの要素モデルを使えるよ

うにするために、整備することとしたものである。 

 

 

 

当ライブラリに登録されている要素モデルは、要素

モデル登録申請者自身がCommonMP要素モデル登録・

公開手順に従いセルフチェックしたものであり、当

該要素モデルの利用許諾条件の範囲内で自由に使う

ことできる。また、ユーザ自身が開発した要素モデ

ルを本ライブラリに登録することもできる。 

 

３.今後の取り組み 

要素モデルの登録手法は、要素モデル開発者自身

が行うセルフチェック方式を採用した。登録のため

のチェック方式については、客観性を確保するため

にも認証機関によるものが適当であるとの議論が、

CommonMP開発・運営コンソーシアム2)の中でも行わ

れていた。今後は、要素モデルライブラリへの登録

を促進させるとともに、認証機関による認証につい

て、具体化を進める予定である。 
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